天文教材の開発

和歌山大学大学院教育学研究科　西端　一憲
以下の学年・単元を担当した時、教科書の写真だけでは物足りないと感じている先生方へ
・ 小学校　４年生　夏・冬の星座

· 中学校　３年生　２分野　地球と宇宙
近年、教科書ではカラー写真の大幅な採用など改善されています。ですが、天文分野においては、静止画だけで学習内容を理解するのは大変であると考えます。特に日周運動など天体の動きは、写真だけではなかなか理解しづらいものです。かといって、夜間に授業を行うのは困難ですし、無論プラネタリウムが全ての学校にあるわけではないはずです。夜間の授業・プラネタリウムは無理だが、せめて星が動く動画さえあれば…。もし日周運動の動画を授業で補助的に使用すれば、写真だけよりも実際の天体の動きが理解しやすくなるのではないでしょうか。
そこで今回は、日周運動の動画に関する紹介です。
・Real?Universe（http://realuniverse.nao.ac.jp/）
概要…天体撮影専用のカメラ（電子冷却ＣＣＤ）やデジタルカメラで撮影した星・月などの日周運動の動画集
・デジカメで自作してみる。

デジカメ選択

動画編集
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例1
自作で日周運動を作成する方法

　インターバル撮影機能があるデジカメでコマ撮りし、パソコン上で動画編集を行って、天体の日周運動の動画を完成させる。

動画編集ソフト
・sony vaio DVgate Assemble
・Adobe Premiere
・Mgen（フリーソフト、ベクターより検索）
特に自作で日周運動の動画を作る場合は、以下の点を注意する。

・自分たちの身近にあるものが写りこむようにする、例えば校舎など。→動画に親近感が生まれるのではないか。

・インターバル撮影機能･感度が高い(ISO400以上)･露出時間が長いもの(15秒以上)、これらを最低基準に、これ以上の性能を持つデジカメであれば、ある程度きれいな写真･映像が作成できると考えられる。例1は感度ISO400･露出時間15秒で撮影。
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課題

これら日周運動などの動画は、実際に学校の授業で使えるかどうか？（効果があるのか？）、もし使えないのであれば、どのような点を改善すればよいのか、どのような動画が必要なのか？といった学校現場からのフィードバックが少ない。
→参加された先生方に使ってもらい、使えるのか？使えないのか？また必要な動画の要求などの意見をいただけましたら幸いです。
l511244@center.wakayama-u.ac.jpまで

よろしくお願い致します。
